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■研究の目的・意義 壊れて しま う。

私達が自然を見た時に最も目を惹かれるのは、花   このような、不安定な色素なため、色を保つこ

の色ではないだろうか。鮮やかな様々な花の色は、  とや、花本来のきれいな色相を出すことが難しく、

四季を彩つている。               積極的には用いられなかった。

一般に、植物で染めることを、草木染めという。

使う部分は、茎、葉、枝、根などである。それに

よって得る色は、茶が基調で媒染剤によりいろい

ろな色調になる。

花は鮮やかな色を呈するが、花びらを使つた染

色は少ない。それには、次のような要因がある。

第 1に、花の命は短いと言われるように、花の

咲く時期は、極端に短い。染粁として使 うには、

収穫の安定性に欠ける。

第 2に 、花の色は変わりやすい。花を摘んでき

て、一日置いておいてみると、花びらの色は、他

の部分に比べて、変色が激しい。これは、花びら

に含まれるアントシアン色素の性質による。

花の色の主要な色素は、カロチノイ ド、フラボ

ノイ ド、ベタレイン、クロロフィルの4種類であ

る。これらの色素が単独、または共存して広い範

囲の花の色を作り出している。その中でもフラボ

ノイ ド類のアン トシアンが最も広い範囲の色相

領域を持つ。

アントシアンは、トリヒドロキシフラビリウム

を基本骨格とする構造を持つている。その特徴は

オキソニウム構造であり、この構造が不安定さの

起因であるとされている。酸性のもとではオキソ

ニウム塩となり、安定するが、その他では、分解

しやすい。

アントシアンをうまく染めることができれば、

多くの種類の花びらを染めることができるよう

になる。そこで、アントシアンを含む花びら染め

について検討した。

■実験

1 染色

表 1の条件で、浴比 1:20で染色を行つた。

2 堅ろう度の測定

日光堅ろう度と洗濯堅ろう度を測定した。

日光堅ろう度は、カーボンアーク法 lJIS L・0842)、

洗濯堅ろう度は、」IS L‐ 844の A・ 2号で行つた。

また、比較のため同じアニオン性の天然染料キハ

ダによる染色も行い、堅ろう度の測定をした。

3 測色

31 K7S値

多光源分光測色計 (ス ガ試験機株式会社製

MCS‐ IS‐ 2DH)を 用い、染色布 1枚にうき4ヶ

所反射率を測色した。

得られた分光データをもとに剰S値を求めた。

KIS値は(1)式から求めた。

Kβく1-Rλ )'/2Rλ ―(1-rλ )'/2rλ  (1)式

Rλ :波長λにおける染色布の反射率

R:Y僣 100

■λ :波長λにおける未染色布の反射率

λ:染料の最大吸収率を示す波長

第 3に、pHの影響を受けやすい。酸性では赤  32 色濃度 (C値 )

色、中性ないし塩基性では紫～青とその溶液の   多光源分光測色計を用い、染色布 1枚につき4

pHに よつて色が変わる。             ヶ所測色し、Y値を得た。

第 4に、熱に弱い。熱の影響で、分解して色素が  得られた Y値をもとに色濃度 (C値めを (2)式
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から求めた。

C値=log100_っ   (2)式
Y: 明度 (%)

38 クロマチィネスク指数 (色質指数)

多光源分光測色計で 1枚につき4ヶ所測色し、

a■ b★値を求めた。

a・b會値は、数値による色の表示であり、座標

における色の位置を表している。

34 マンセル表色系

カラーリーダー (ミ ノルタ株式会社製 CR‐ ■)

を用い、マンセル表色系でのデータを測色した。
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口研究の結果・考察

実験により、ポピーの花びらのアントシアンに

ついて次のことが明らかになつた。

1 色素の抽出方法は、発酵抽出で色素が十分に

抽出され、保存においても安定することがわ

かつた。短時間での抽出においては、酸性抽

出が有効であるが、保存においての安定性は

低く、高温に弱い。

図 1 抽出方法が絹の染色に及ぼす影響

色素の吸収スペクトルのピークは、可視部で

516 nlに あり、赤紫色の色素が得られること

がわかつた。

抑
劉
詢
詢
ｍ
¨
ｍ

鯖

斃醸粕出  酢腋抽出  クエン験機関

図3 染浴pHが絹の染色物の色調に与える影響

4 アントシアンは常温でよく染まる。熱に弱い

とされているが、1時間での染色では色素は

分解されず、濃く染まることから、短時間で

の染色では高温が有効であると考えられる。
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図 4 染浴温度が絹の染色に及ぼす影響

6 色素の染着は常温、24時間で平衡になる。

図 5 染色時間が絹の染色に及lFt影 響
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図 2 色素の吸収スペク トル

アントシアンはpHの影響を受けやすく、pH

が低いほど赤味の強い染色物が得られ、高く

なると色素が分解されてしまった。酸による

赤味を利用するならば、発酵抽出液を ,H2
程度に調節 した染液での染色が適 している。

アニオン化処理により、花の色に極めて近い

赤色の染色物を得ることができた。
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用性があるので、利用価値は十分にあると思 う。

¨
¨
”
”
∞
∞
¨

”
　
一“

塩腱抽出

図 9 アニォン化編の口光堅ろう度試験前後のWS横

発諄抽出 事曖抽出

図 6 前処理が絹の染色助の色調に与える影響

7 色素が分解されない中性域の媒染剤を使え

ば、青の領域の色が染色できる。

図 7 媒染剤が絹の染色物の色調に与える影響

8 アニオン化処理は絹だけでなく、セルコース

繊維の綿、レーヨンにも効果がある。

図 10 アニォン化編の洸灌堅ろう慶試験前後のWS債
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図 8 各種繊維に対する染着性

9 アントシアンの堅ろう度は悪いが、アニオン

化処理することで堅ろう度はよくなり、実用

性があるといえる。

花を扱う地場産業において花びら染めは、布を  0谷 村瞑饉 片山脩 遠藤英美 黒川和井 吉積雷司輌 :

アニオン化処理さえすれば、簡単に染色でき、実  味榊 ハンドブックJ論文堂新光社 0979pp257.262


